
敬
愛
す
る
行
路
矢
高
束

先
生
（
残
念
な
が
ら
実
は

師
事
し
た
こ
と
も
、
患
者

と
し
て
診
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
な
い
の
で
、
本
当

は
「
先
生
」
で
も
な
ん
で

も
な
い
の
だ
が
、
…
便
宜

的
に
こ
う
呼
ば
せ
て
い
た

だ
く
）
は
、
確
か
大
正
の

終
わ
り
頃
、
郷
里
に
戻
っ

た
の
だ
っ
た
と
記
憶
す
る

が
、「
開
業
医
―
華
か
な
り

し
頃
―
五
」（『
伊
那
』
３

８
７
号
所
収
）
を
読
む

と
、
明
治
末
か
ら
大
正
・

昭
和
初
期
に
か
け
て
見
聞

き
し
た
開
業
医
の
生
態
を

実
に
生
き
生
き
と
描
い
て

い
る
。

そ
の
行
路
先
生
を
し
て

「
萬
象
な
き
後
の
飯
田
は

め
っ
き
り
つ
ま
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
、
嘆
か
せ
た
の
は
萬
象

鹽
澤
直
市
の
突
然
の
死
で

あ
っ
た
。

萬
象
に
つ
い
て
は
、『
飯

田
市
医
師
会
の
あ
ゆ
み
』

に
少
し
書
い
た
が
、
明
治

３
年
７
月
下
條
村
に
生
ま

れ
、
愛
知
医
専
卒
業
後
東

京
大
学
で
研
究
中
、
父
の

要
求
に
応
じ
て
帰
郷
。
郷

里
山
田
河
内
に
開
業
し

た
。
そ
の
後
、
伊
賀
良
村

に
移
り
、
次
い
で
飯
田
主

税
町
へ
転
じ
、
さ
ら
に
伝

馬
町
に
移
り
、
そ
の
間
、

郡
医
師
会
長
・
県
医
師
会

副
議
長
・
大
日
本
医
師
会

議
員
な
ど
を
歴
任
し
て
い

る
。
医
者
の
教
科
書
『
七

科
約
説
』
の
訳
者
で
、
日

本
の
近
代
医
学
を
牽
引
し

て
き
た
虎
岩
武
が
明
治
２７

年
８
月
３８
歳
で
急
逝
し
た

後
、
瀧
澤
清
顕
ら
と
並
ん

で
飯
田
下
伊
那
医
学
会
の

次
期
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
。
一
方
で
、
萬
象
と
号

し
、
主
税
町
時
代
は
俳
句

（
松
聲
会
、半
夜
会
、後
に

半
聲
会
）、伝
馬
町
に
移
っ

て
か
ら
は
絵
画
（
画
楽
多

会
、
伊
奈
杏
林
画
会
）
を

能
く
し
た
。
痴
山
北
原
阿

智
之
助
・
濤
舟
矢
高
濤
重

郎
・
�
堂
松
井
鑛
一
・
枯

風
西
澤
庸
太
郎
・
七
峰
西

尾
東
造
・
石
水
北
條
教
継

・
磧
鼠
吉
川
繁
治
・
迦
公

吉
川
荷
香
、他
、泉
沢
蛙
歩

・
松
浦
霞
舟
、
半
杏
石
井

虎
秋
、関
潤
逸
、等
の
芸
術

家
肌
の
医
者
仲
間
と
の
交

流
が
あ
り
、
当
代
き
っ
て

の
文
人
医
者
で
あ
っ
た
。

萬
象
先
生
は
、
昭
和
７

年
１０
月
１
日
に
上
伊
那
医

師
会
の
招
き
で
赤
穂
に
行

き
、
需
め
ら
れ
る
ま
ま
宴

席
で
談
笑
の
間
に
色
紙
４０

枚
に
揮
毫
中
、
脳
溢
血
で

倒
れ
歿
し
た
。
享
年
６３

歳
。
法
名
直
指
院
心
伝
萬

象
居
士
。
追
悼
俳
句
会
、

追
悼
画
会
が
盛
大
に
挙
行

さ
れ
た
。
著
書
に
画
帖

『
暢
神
帖
』『
紫
明
帖
』『
萬

象
遺
稿
』
が
あ
り
、
遺
稿

の
随
筆
に
も
軽
妙
洒
脱
な

人
柄
が
う
か
が
え
る
。

南
信
州
地
域
資

料
セ
ン
タ
ー
に
は

『
紫
明
帖
』
と

『
萬
象
遺
稿
』
が

寄
贈
さ
れ
て
い

る
。『
紫
明
帖
』
は

急
逝
の
前
年
に
平

洲
上
柳
緑
（
喜

茂
）
・
杉
山
為
次

郎
・
市
瀬
文
三
郎

・
原
勇
馬
・
加
納

清
作
ら
が
催
主
と

な
っ
て
萬
象
の
南

画
の
頒
布
会
を

し
、
そ
の
折
の
絹

本
２０
点
を
和
綴
作

品
集
（
発
光
堂
）

に
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
者
の
名
前

入
り
。
上
柳
平
州
の
序
の

日
付
は
昭
和
７
年
の
春
と

な
っ
て
お
り
、
巻
末
に
は

萬
象
先
生
を
囲
む
集
合
写

真
が
あ
る
。
題
箋
は
痴
山

人
北
原
阿
智
之
助
。
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帙入り和紙袋綴の豪華本『紫明帖』

前列中央の洋装が萬象、その左隣が瀧澤清顕、
飯田のお歴々が揃っている
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